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回復期リハビリテーション病棟
脳血管疾患または大腿骨頚部骨折等で
医学的・社会的・心理的なサポートが必要な方
に対して集中的なリハビリテーションを行う病棟です。

地域包括ケア病棟
在宅や介護施設への復帰支援に向けた
医療や支援を行う病棟です。

医療療養病棟
病院での療養が継続的に必要な方を対象に

ご利用頂く病棟です。

一般病棟
内科・外科・整形外科等の混合病棟で、
急性期疾患の治療と回復を目的とした病棟です。

病床数
１６３床

神神奈奈川川県県小小田田原原市市栄栄町町１１－－１１４４－－１１８８
東東海海道道線線

小小田田急急小小田田原原線線「「小小田田原原駅駅」」東東口口 徒歩
５分

おお問問いい合合わわせせはは

0465-22-3161
小小林林病病院院 小小田田原原

～地域医療のニーズに応え、質の高い安全な医療サービスを提供します～

当院は、より一層地域に密着した医療の充実を
図っていくため、回復期リハビリテーションおよび
訪問リハビリテーションを提供しています。
これからますます高齢化していく社会において、
早期の社会復帰や家庭復帰に向けて包括的な
取り組みを行っています。
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ごあいさつ

第75回日本リハビリテーション医学会関東地方会学術会議

会長　高橋秀寿
埼玉医科大学国際医療センター

運動呼吸器リハビリテーション

　会員の皆様におかれましては、COVID-19 が猛威を振るい、首都圏に非常事態宣言が発令される

さなか、多くの患者さんのリハビリテーション医療に献身的に取り組まれていることと思います。

心から敬意を表し、深謝申し上げます。

　このような危機的な状況ではございますが、このような状況だからこそ、リハビリテーション

医学の発展、進歩に猶予はありません。ウイズコロナ下で、我々が発信していかなくてはならな

いメッセージは、徹底した感染予防対策の普及、ソシアルディスタンスを踏まえたロボットの活

用や、オンラインリハビリテーション診療など、多くの分野に及びます。

　埼玉医科大学国際医療センター運動呼吸器リハビリテーション科では総力を挙げて、第 75 回日

本リハビリテーション医学会関東地方会の準備を進めて参りました。一般演題は、おかげさまで

33 演題ものご登録いただき、誠にありがとうございました。今回は、テーマ毎に第 1部〜 5部形

式で開催させていただきます。特に第一部では、COVID-19 感染下での各施設のリハビリテーショ

ンの取り組みについての発表があります。また、教育講演については、脳卒中急性期治療でご活

躍の埼玉医科大学国際医療センター脳血管治療科教授の神山信也先生、半側空間失認など高次脳

機能や神経筋疾患の治療でご高名な国立病院精神・神経医療研究センター身体リハビリテ―ショ

ン部・部長の水野勝広先生、栃木県大田原で地域医療に深く貢献されている医療法人大那だいな

リハビリクリニック・院長の近藤健先生の 3名の先生にお願いしました。ご多忙の中、教育講演

をお引き受けいただき、誠にありがとうございました。それぞれの分野でのリハビリテーション

日常臨床に生かせるお話が伺えると期待しております。

　最後に、本学会が参加者の皆様にとりまして、実り多き学会になることを願っております。
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★事前参加登録について（専門医・臨床認定医生涯教育研修会に参加される方は、事前参加登録

と併せてのお申し込みが必要です。）

	 WEB開催のため、事前参加登録が必要です。2021 年９月 16 日（木）までにお申し込みください。

	 当日の参加受付はございませんので、ご了承ください。

	 http://www.assiste-j.net/jarm-kanto75/index4.html

1.	事前参加費のお支払いはクレジットカード決済のみとさせていただきます。

2.	「事前参加登録フォーム」ボタンから登録画面にお進みいただき、必要事項を入力の後、フォー

ムを送信してお申込ください。

3.	フォーム送信後、登録されたメールアドレス宛てに自動返信メール（仮登録）が送信されます。

4.	仮登録後、改めて運営事務局よりクレジット決済のためのメールが送信されますので、記載さ

れたURLにアクセスしていただき、クレジット決済をしていただきます。（決済代行会社：ソニー

ペイメント株式会社）

5.	決済終了後、登録されたメールアドレス宛てに決済完了メールが返信されます。

6.	決済完了メールが届いた時点で事前登録が本登録となり完了いたします。

○参加費等

・地方会参加費

	 医師 2,000 円、メディカルスタッフ 1,000 円、初期臨床研修医・学生無料

・日本リハビリテーション医学会 生涯教育研修会

	 １講演 1,000 円

○単位認定

・地方会参加

	 日本専門医機構専門医は１単位（筆頭演者はさらに年度末自己申請により１演題１単位）

	 認定臨床医は 10 単位

・生涯教育研修会

	 日本専門医機構専門医は１講演１単位

	 認定臨床医は１講演 10 単位

○利益相反について

	 日本リハビリテーション医学会が定める「利益相反の管理に関する申し合わせ」に従ってくだ　

さい。利益相反がない場合もスライドで表示してください。
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7.	事前登録を完了された方には、学術集会開催前日までに参加 IDとパスワードが e-mail にて送

付されます。後日、領収書もお送りします。

8.	学術集会参加単位と教育研修受講単位は事務局から日本リハビリテーション医学会へ申請いた

します。

★一般演題の発表について

	 一般演題の発表は、WEB開催のため、直接会場はございませんので、オンラインのつながる

場所であればどちらでも構いません。Zoom にてご自身の PC を使い、PowerPoint もしくは

keynote を作成していただき、発表をお願いします。発表時間 5分、質疑応答 2分です。質疑

応答は、聴講者からのチャットでお願いして、座長が読み上げていただきます。念のため、事

務局で発表スライドを預かりますので９月 17 日（金）PM5時までにご提出ください。
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講演時間 5 分、質疑応答 2 分

【一般演題　第 1 部】　COVID-19、栄養、嚥下　9:00 ～ 9:50
	 座長：丸山　元（埼玉医科大学国際医療センター運動呼吸器リハビリテーション科）

1. 	COVID-19 に脳出血を併発した症例の急性期と回復期のリハビリテーション
	 	 杏林大学医学部リハビリテーション医学教室１）

	 	 慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室２）

	 	 野村病院リハビリテーション科３）

	 	 ○堀川ゆい子１）、田代祥一１,２, ３）、仁科彩子１,３）、松田恭平１）、清水和敬１）、岡島康友１）、
	 	 	 山田　深１）

2. 	COVID-19 肺炎後呼吸機能障害患者に対し、リハビリテーション治療を行った一症例
	 	 東京都リハビリテーション病院１）

	 	 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座２）

	 	 ○武原　格１）、酒井貴哉１,２）、安保雅博２）

3. 	COVID-19 後の重症肺炎により Platypnea-Orthodeoxia 症候群を合併した 1症例
	 	 埼玉医科大学国際医療センター運動・呼吸器リハビリテーション科１）

	 	 飯能靖和病院２）

	 	 ○海津　伶１）、丸山　元１）、高橋秀寿１）、木川浩志２）

4. 	発表順変更

5. 	回復期リハビリテーション病棟におけるHIV陽性患者の課題
	 	 初台リハビリテーション病院
	 	 ○大野絢子、菅原英和

第 75 回日本リハビリテーション医学会

関東地方会学術集会　プログラム
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6. 	動脈瘤性くも膜下出血患者に対する高タンパクホエイペプチド消化態栄養剤を用いた	
	 早期経腸栄養の有用性

	 	 埼玉医科大学国際医療センター脳卒中外科１）

	 	 埼玉医科大学国際医療センター栄養部２）

	 	 埼玉医科大学国際医療センター消化器外科３）

	 	 相模原協同病院脳卒中センター４）

	 	 埼玉県立循環器・呼吸器病センター脳神経センター５）

	 	 ○鈴木海馬１）、森 ひろみ２）、佐藤　弘３）、池田俊貴１，４）、吉川雄一郎１,５）、栗田浩樹１）

7. 	ICT による摂食訓練を行った離乳食摂取障害児の 1例
	 　日本医科大学千葉北総病院リハビリテーション科１）

	 	 東京都立小児総合医療センターリハビリテーション科２）

	 	 ○和田勇治１）、松浦広昂１）、井口陽子２）

【一般演題　第 2 部】　筋電図、痙縮　10:00 ～ 10:50
	 座長：髙橋宣成（東京都保健医療公社多摩北部医療センターリハビリテーション科）

8. 	帯状疱疹後の神経障害に対しリハビリテーション治療を行った一例
	 	 慶應義塾大学医学部リハビリテーション学教室
	 	 ○石原果奈美、和田彩子、石川愛子、川上途行、辻　哲也

9. 	頚髄損傷患者における上肢筋力スコア（UEMS）と脊髄障害自立度（SCIM）の
	 相関の検討
	 	 国立病院機構村山医療センターリハビリテーション科１）

	 	 慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室２）

	 	 ○加藤千尋１）、富岡曜平１）、植村　修１）、辻　哲也２）

10. 	順序ロジスティック解析を利用した頸髄損傷後の上肢筋力の回復予測
	 	 国立病院機構村山医療センターリハビリテーション科１）

	 	 慶應義塾大学リハビリテーション医学教室２）

	 	 ○山内利紗１）、植村　修１）、富岡曜平１）、加藤千尋１）、鈴木俊幸１）、冨田哲也１）、
	 	 	 辻　哲也２）

11. 	マッサージガンによる振動刺激痙縮抑制治療
	 	 初台リハビリテーション病院
	 	 ○柳瀬智水、菅原英和、水間正澄
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12. 	成人脳性麻痺患者の上肢体幹痙縮に対しバクロフェン髄注療法が有効であった 1例
	 	 横浜市立大学医学部リハビリテーション科学教室
	 	 ○立花佳枝、根本明宜、鈴木明日香、橋本直樹、山内裕子、野々垣　学、中村　健

13. 	健常成人を用いた口輪筋のElectroneuronography における基準電極位置の検討
	 	 埼玉石心会病院診療部リハビリテーション科１）

	 	 多摩北部医療センターリハビリテーション科２）

	 	 埼玉医科大学国際医療センター　運動呼吸器リハビリテーション科３）

	 	 ○西川順治１）、髙橋宣成２）、海津　伶３）、高橋秀寿３）

14. 	回復期リハビリテーション病院転院後に critical illness polyneuropathy と診断された	
1 例

	 	 埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーション科
	 	 ○丸山　元、海津　伶、高橋秀寿、牧田　茂

【一般演題　第 3 部】　機能訓練　11:00 ～ 11:50
	 座長：中里康子（東京都リハビリテーション病院リハビリテーション科）

15. 	脳卒中患者に対する上肢リハビリ訓練装置CoCoroeAR2 の有用性の検討
	 	 飯能靖和病院リハビリテーション科１）

	 	 埼玉医科大学国際医療センター運動・呼吸器リハビリテーション科２）

	 	 飯能靖和病院３）

	 	 ○伊藤俊幸１）、福井雄樹１）、高橋秀寿２）、小柳俊哉３）、木川浩志３）

16. 	頭頂葉皮質下出血にてアパシーを認めた患者に対しdACCへ高頻度 rTMS治療を施行し
下肢運動機能が改善した 1例

	 	 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座
	 	 ○西川孟司、鈴木　慎、濱　碧、羽田拓也、安保雅博

17. 	リハビリテーションに電子負荷療法：ELTを追加導入したパーキンソン病の 1症例
	 	 群馬リハビリテーション病院
	 	 ○西　勝久、眞塩　清
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18. 	急性期脳梗塞患者における大脳白質病変が歩行能力に及ぼす影響 −傾向スコア分析−
	 	 埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーションセンター１）

	 	 東京都立大学大学院人間健康科学研究科２）

	 	 順天堂大学保健医療学部理学療法学科３）

	 	 東京都済生会中央病院リハビリテーション科４）

	 	 さいたま市民医療センターリハビリテーション科５）

	 	 埼玉石心会病院リハビリテーション科６）

	 	 彩の国東大宮メディカルセンターリハビリテーション科７）

	 	 埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーション科８）

	 	 ○井上真秀１,２）、深田和浩１）、藤野雄次３）、井上真美子１）、関根大輔１）、三木啓嗣４）、
	 	 	 佐藤博文５）、小林陽平６）、長谷川光輝７）、網本　和２）、牧田　茂８）、高橋秀寿８）

19. 	回復期リハビリテーション病棟退院後に上肢機能が改善した一例
	 −近位と遠位に対するニューロリハビリテーション手法の併用−
	 	 慶應義塾大学病院リハビリテーション科
	 	 ○嶋本顕人、山田祐歌、川上途行、川畑有紗、紙本貴之、須田万豊、辻　哲也

20. 	脳卒中片麻痺上肢機能障害に対する経皮的脊髄電気刺激を用いた新たな
	 リハビリテーションの治療の試み
	 	 順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学
	 	 ○前田護友、補永　薫、北川高士、横井健一郎、西川美由希、諌山玲名、小見桃子、
	 	 	 伊澤奈々、藤原俊之

【一般演題　第 4 部】　高次脳機能　13:00 ～ 13:50
	 座長：高橋秀寿（埼玉医科大学国際医療センター運動呼吸器リハビリテーション科）

　
21. 	皮質下出血後に bilingual aphasia を生じたが、リハビリテーション治療にて
	 	 症状消失した一例
	 	 国立病院機構村山医療センターリハビリテーション科１）

	 	 慶應義塾大学リハビリテーション医学教室２）　
	 	 ○鈴木俊幸１）、山内利紗１）、大嶋　理１）、富岡曜平１）、植村　修１）、辻　哲也２）

22. 	外来言語療法で経過を観察しえた進行性非流暢性失語の 1例
	 	 帝京大学医学部リハビリテーション医学講座１）

	 	 霞ヶ関南病院リハビリテーション科２）

	 	 霞ヶ関南病院リハビリテーション部３）

	 	 帝京大学医学部附属溝口病院リハビリテーション科４）

	 	 ○大谷真貴子１）、原　元彦４）、中原康雄１）、斎藤克子２）、伊藤雅美２）、長川　史２）、
	 	 	 根元洋光２）、海津啓之２）、斎藤正身２）、深浦康史３）、緒方直史１）
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23. 	急性呼吸器疾患に合併した転換性障害による運動異常症の一例
	 	 防衛医科大学校病院リハビリテーション部
	 	 ○田村吏沙、尼子雅敏

24. 	当院における脳卒中後の高次脳機能障害患者への両立支援の取り組みについて
	 	 東京都リハビリテーション病院リハビリテーション科１）

	 	 埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーション科２）

	 	 ○中里康子１）、武原　格１）、柳原幸治１）、高橋秀寿２）

25. 	高次脳機能障害を認めた視神経脊髄炎のリハビリテーション治療経験
	 	 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座　東京慈恵医大学葛飾医療センター１）

	 	 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座２）

	 	 ○片木真子１）、小林一成１）、安保雅博２）

26. 	左半側空間無視に対する刺激誘発型注意に基づくレーザーポインターを用いた立位・	
歩行練習の効果：症例研究

	 	 埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーションセンター１）

	 	 東京都立大学人間健康科学研究科２）

	 	 順天堂大学保健医療学部理学療法学科３）

	 	 関西電力病院リハビリテーション部４）

	 	 埼玉医科大学国際医療センターリハビリテーション科５）

	 	 ○深田和浩１）、網本　和２）、志田航平１,２）、藤野雄次３）、尾崎新平２,４）、牧田　茂５）、
	 	 	 高橋秀寿５）

27. 	脳動静脈奇形破裂後の高次脳機能障害に対しスマートフォンを用いた代償訓練を
	 導入し復職に至った一例
	 	 飯能靖和病院リハビリテーション科１）

	 	 埼玉医科大学国際医療センター運動・呼吸器リハビリテーション科２）

	 	 飯能靖和病院３）

	 	 ○福井雄樹１）、伊藤俊幸１）、武田有希１）、宮崎泰広１）、高橋秀寿２）、小柳俊哉３）、
	 	 	 木川浩志３）

【一般演題　第 5 部】　新しいチャレンジ　14:00 ～ 14:50
	 座長：高橋秀寿（埼玉医科大学国際医療センター運動呼吸器リハビリテーション科）

28. 	急性期脳卒中患者に対して会話ロボットを用いたリハビリテーション介入
	 	 埼玉医科大学国際医療センター運動・呼吸器リハビリテーション科１）

	 	 埼玉医科大学国際医療センター脳血管内治療科２）

	 	 ○海津　伶１）、丸山　元１）、高橋秀寿１）、神山信也２）
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29. 	橋梗塞後の SAS患者に対し、CPAPを導入し夜間頻尿および心負荷が改善した 1例
	 	 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座１）　
	 	 東京都リハビリテーション病院リハビリテーション科２）

	 	 ○酒井貴哉１,２）、武原　格１,２）、本田有正１,２）、安保雅博１）

30. 	上腕巨大血腫を生じた後天性血友病A患者の作業療法介入の判断に 超音波検査が
	 有用であった一例
	 	 東京大学医学部附属病院リハビリテーション部１）

	 	 東京大学医学部附属病院血液・腫瘍内科２）

	 	 ○徳田智裕１）、大木孝裕１）、松田健佑２）、本田　晃２）、黒川峰夫２）、藤原清香１）、緒方　徹１）

31. 	重症急性心筋梗塞後に生じた頚椎化膿性脊椎炎による不全四肢麻痺に対する
	 リハビリテーション
	 	 埼玉医科大学病院リハビリテーション科
	 	 ○李　宗錫、間嶋　満、前田恭子、篠田裕介、倉林　均、山内洋子

32. 	統合失調症の妊婦に発症した乳癌多発脊椎転移の 1例
	 	 東京大学医学部附属病院リハビリテーション科１）

	 	 埼玉医科大学病院リハビリテーション科２）

	 	 東京大学医学部附属病院精神神経科３）

	 	 東京大学医学部附属病院乳腺・内分泌外科４）

	 	 ○大木孝裕１）、篠田裕介２）、澤田良子１）、小林美香１）、大路友惇３）、西岡琴江４）、
	 	 	 井口はるひ１）、藤原 清香１）、緒方　徹１）、

33. 	ミャンマーにおける筋電図セミナー開催の経験
	 	 東京都保健医療公社多摩北部医療センターリハビリテーション科１）

	 	 埼玉医科大学国際医療センター運動・呼吸器リハビリテーション科２）

	 	 埼玉医科大学国際医療センター心臓リハビリテーション科３）

	 	 ○髙橋宣成１）、丸山　元２）、内田龍制３）、牧田　茂３）、高橋秀寿２）

34. 	コロナ禍のリハビリテーション診療への影響 ―保険診療の面から―
	 	 鴨川市立国保病院リハビリテーション科
	 	 ○小山照幸
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【教育講演１】　15:00 ～ 15:50
　　座長：和田勇治（日本医科大学千葉北総病院リハビリテーション科）
　　協賛：ラジエンスウエア株式会社

　「脳卒中救急医療の最新情報 ―『救命』から『健康寿命の延長』へ ―」
　　埼玉医科大学国際医療センター脳血管内治療科　教授

	 	 	 	 神山信也　先生

【教育講演２】　16:00 ～ 16:50
　　座長：辻　哲也（慶應義塾大学医学部リハビリテーション科）
　　協賛：インターリハ株式会社

　「神経・筋疾患のリハビリテーション治療の新展開」
　　国立病院精神・神経医療研究センター身体リハビリテーション部　部長

	 	 	 	 水野勝広　先生

【教育講演３】　17:00 ～ 17:50
　　座長：高橋秀寿（埼玉医科大学国際医療センター運動呼吸器リハビリテーション科）

　「リハビリテーション専門医は医療介護融合事業で活躍できる」
　　医療法人大那だいなリハビリクリニック　院長

	 	 	 	 近藤　健　先生
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ご支援をいただいた企業一覧

下記の方々により多大なるご賛同をいただきました。心より感謝申し上げます。

第 75 回日本リハビリテーション医学会関東地方会会長　　高橋　秀寿

◆広　告◆

◆教育講演協賛◆

◆ご寄付◆

健育会竹川病院
株式会社山口補装具
第一三共株式会社
グラクソ・スミスクライン株式会社
バイエル薬品株式会社
帝人ファーマ株式会社
小林病院
飯能靖和病院
霞ヶ関南病院
丸木記念病院

ラジエンスウエア株式会社
インターリハ株式会社

医療法人大那
霞ヶ関南病院　
飯能靖和病院

医療法人大那
ベーリンガインゲルハイム	
科研製薬株式会社
旭化成ファーマ株式会社
中山書店
南山堂
金原出版
日本光電
ラジエンスウエア株式会社
インターリハ株式会社













リリハハビビリリテテーーシショョンンをを活活かかしし地地域域にに根根差差ししたた医医療療介介護護融融合合ササーービビスス  

医医療療法法人人大大那那  
有有床床診診療療所所（（1199床床））  
訪訪問問看看護護スステテーーシショョンン  
有有料料老老人人ホホーームム（（4488床床））  

通通所所リリハハビビリリテテーーシショョンン  
通通所所介介護護  

短短期期入入所所生生活活介介護護  

居居宅宅介介護護支支援援事事業業  
訪訪問問介介護護スステテーーシショョンン  

  

住住所所  栃栃木木県県大大田田原原市市紫紫 33--2266663333--1122  
hhttttpp::////ddyynnaa..ggoottddnnss..ccoomm  

  

  
  

タタンンザザニニアアののキキリリママンンジジャャロロ山山麓麓のの職職業業訓訓練練校校支支援援  

特特別別非非営営利利活活動動法法人人  NNPPOO風風にに立立つつ雉雉  
キキリリママンンジジャャロロ山山麓麓ににああるる学学校校にに行行けけなないい子子供供ののたためめのの

NNggaarruummaa職職業業訓訓練練校校のの支支援援活活動動にに  
ごご協協力力宜宜ししくくおお願願いいいいたたししまますす  

hhttttppss::////nnppookkaazzeekkiijjii..jjiimmddooffrreeee..ccoomm//  

    

  
  









                            

 

 

 
・向き癖などによる頭蓋変形の治療に 

（※保険適応外です） 
・７００症例を超える経験を生かした製作・     

調整技術をご提供いたします 
 
 
プロモメット取扱い医療機関 
・国立成育医療研究センター 
・赤ちゃんのあたまのかたちクリニック 

 
 
㈱山口補装具ホームページ 

 
 
 
 
 

 

〒１９１－００１４ 
東京都日野市上田１２４－４  
株式会社 山口補装具 
電話０４２－８４３－４３１８ 
FAX０４２－８４３－４４１８ 

 ３次元スキャンシステムを使用し製作した 
弊社オリジナルのインソールです 
橋本圭司先生監修のもと、長年、足底装具療法
に携わってきた経験をここに生かします 

 

SUWAホームページ 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

霞ヶ関南病院 
内科・リハビリテーション科・脳神経外科・糖尿病内科・皮膚科 

眼科・整形外科・歯科・神経内科・美容皮膚科・在宅ケア相談外来 

〒350-1173 埼玉県川越市安比奈新田 283-1 

TEL（代表）049-232-1313 TEL（外来）049-239-7272 
URL： https://kasumi-gr.com/kasumi_south/ 

【関連施設】 

 デイホスピタル / SKIP トレーニングセンター 

 霞ヶ関在宅リハビリテーションセンター 

 霞ヶ関中央クリニック（訪問医療・訪問リハビリ） 

 デイリビング / 訪問看護ステーション スマイル 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 コール 

 居宅介護支援事業所しんしあ / ケアラウンジ南大塚 

 川越市地域包括支援センターかすみ・だいとう 



社会福祉法人 埼玉医療福祉会

丸木記念福祉メディカルセンター
回復期リハビリテーション病棟

全病床数（床） ： 616
内科病棟 ： 48 地域包括ケア病棟 ： 50
回復期リハビリ病棟 ： 110 緩和ケア病棟 ： 20
精神科病棟 ： 388

埼玉医科大学病院 母体・関連病院

〒350-0495
埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷３８
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※「効能・効果」「用法・用量」「警告・禁忌を含む使用上の注意」等については、添付文書をご参照ください。

【製造販売元】（輸入）
文献請求先及び問い合わせ先
TEL：0120-561-007（9：00～17：45／土日祝日及び当社休業日を除く）
FAX：0120-561-047（24時間受付）〒107-0052  東京都港区赤坂 1－8－1 

品名広告  A4（枠サイズ W180×H265mm） 4C


	表紙
	プログラム-広告

